
ド京新機種開発のキーワー

建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
各
社
が
新
機
種
の
研
究
開
発
で
し

の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。
開
発
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
生
産
性

の
向
上
、
安
全
・
安
心
の
追
求
、
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
な

ど
。
特
は
力
を
入
れ
る
の
は
労
働
者
不
足
を
補
う
「
施
工

の
省
力
化
」
と
環
境
に
配
慮
し
た
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
」

の
ニ
つ
の
「
省
」
だ
。
各
社
は
日
々
研
究
開
発
を
重
ね
、

最
新
機
種
に
機
能
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

コ
マ
ツ
は
、
全
自
動
プ
レ
l
ド
制
御
機
能

を
搭
載
し
た
中
型
I
C
T
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

「D
6
1
E
X
-
-
/
p
x・1
2
3」
を
開

発
し
た
。
掘
削
の
範
囲
や
土
量
と
い
っ
た
設

計
デ
!
タ
を
入
力
す
る
と
、
最
大
土
量
で
粗

掘
削
を
実
施
し
た
後
、
自
動
プ
レ
!
ド
制
御

に
切
り
替
わ
っ
て
設
計
通
り
の
整
地
仕
よ
げ

を
行
う
仕
組
み
だ
。
走
行
レ
パ

i
の
操
作
な

ど
基
本
的
な
技
術
だ
げ
で
安
定
し
た
自
動
掘

削
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
作
業
時
閣

の
短
縮
や
人
員
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
る
。

目
立
建
機
が
開
発
に
着
手
し
た
の
は
「
ダ

ン
ア
ト
ラ
ッ
ク
の
自
律
運
転
技
術
」
。
車
両

に
搭
載
し
た
各
種
車
体
制
御
シ
ス
テ
ム
と
管

制
シ
ス
テ
ム
を
通
信
芦
術
で
リ
ン
ク
さ
せ
、

運
転
手
が
乗
っ
て
い
な
い
状
態
で
鉱
山
現
場

で
必
要
な
走
行
や
荷
の
積
み
下
ろ
し
な
ど
の

作
業
を
可
能
に
す
る
技
術
だ
。

高
い
安
全
性
と
鉱
山
運
営
の
高
効
率
化
の

実
現
を
目
指
し
、
日
立
製
作
所
の
先
進
技
術

を
取
り
入
れ
た
A
Cド
ラ
イ
ブ
ダ
ン
プ
ト
ラ

ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ゃ
、
カ
ナ
ダ
の
子
会
社
ウ
ェ

ン
コ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
イ
ニ
ン

グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
社
が
持
つ
鉱
山
運
行
管
理

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
ベ

l
ス
に
開
発
を
進
め

る
。
汀
年
度
ま
で
の
5
年
間
で
顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
、
段
階
的
に
提
供
し
て
い
く
方

針
だ
。キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ン
は
、
油
圧
シ
ョ

ベ
ル
内
蔵
型
の
情
報
化
施
工
シ
ス
テ
ム
「

c

a
tグ
レ
ー
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
2
Dガ
イ
ダ

ン
ス
」
の
普
及
を
目
指
す
。
設
計
図
と
パ
ケ

ッ
ト
刃
先
の
距
離
(
高
さ
)
を
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

上
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
す
る
こ
と
で
、

一
定
の
技
術
を
持
っ
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

で
あ
れ
ば
、
熟
練
並
み
の
高
精
度
な
施
工
を

行
え
る
よ
う
ガ
イ
ド
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
建

設
機
械
に
機
能
を
内
蔵
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

高
い
操
作
性
や
信
頼
性
、
耐
久
性
を
実
現
し

た。
燃
料
費
の
低
減
に
向
け
た
開
発
の
動
き
も

加
速
し
て
い
る
。
コ
マ
ツ
、
日
立
建
機
、
コ

ベ
ル
コ
建
機
、
住
友
建
機
が
展
開
し
て
い
る

圏
内
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の

開
発
競
争
に
、
今
年
に
入
っ
て
キ
ャ
タ
ピ
ラ

ー
ジ
ャ
パ
ン
が
加
わ
っ
た
。

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
は
、
他
の
4
社
が
シ
ョ
ベ

ル
の
旋
回
を
停
止
し
た
際
に
発
生
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
電
気
に
変
換
し
た
上
で
、
補
助
動

力
源
に
利
用
す
る
一
般
的
な
シ
ス
テ
ム
を
採

用
し
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
旋
回
停
止
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
油
圧
と
し
て
蓄
積
し
、
旋
回

加
速
時
に
放
出
し
て
補
助
動
力
に
利
用
す
る

の
が
特
徴
だ
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
機
種
の
開
発
に
早
く
か
ら

取
り
組
ん
で
い
た
コ
マ
ツ
は
昨
年
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の
圏
内
累
計
導
入
台

数
が
1
0
0
0台
を
突
破
し
た
。
標
準
機
と

比
べ
て
約
6
9
0
0
J
Mの
燃
料
消
費
量
の

低
減
と
、

1
・
8
万
J
の
二
酸
化
炭
素

(
C

0
2
)
の
削
減
を
実
現
し
、
環
境
へ
の
負
荷

人
員
不
足
解
消
技
術
進
む

コ
ベ
ル
コ
建
機
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

「

S
K
2
0
0
H」

コ
マ
ツ
の
全
自
動
プ
レ
l
ド
制
御
機
能
搭
載
中
型
l
C
Tブ
ル

4次規制対応車続々投入• ドツブリハイ
目
立
建
機
は
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
自
律
運
転
の

技
術
開
発
を
進
め
て
い
る

軽
減
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

コ
ペ
ル
コ
建
機
が
開
発
し
た
オ
l
ト
ア
イ

ド
ル
ス
ト
ッ
プ

(
A
I
S
)
機
能
搭
載
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
「
S
K
2
0
0

H
」
は
国
土
交
通
省
の
新
技
術
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム

(
N
E
T
-
S
)
に
登
録
さ
れ
た
。

A
I
S機
能
は
、
一
来
降
遮
断
式
レ
バ
ー
を
上

げ
た
状
態
で
一
定
時
聞
が
経
過
す
る
と
、
自

動
的
に
エ
ン
ジ
ン
が
停
止
す
る
機
能
で
、
燃

料
消
費
と
C
0
2
排
出
を
大
幅
に
削
減
で
き

る
点
が
評
価
さ
れ
た
。

圏
内
市
場
で
は
、
国
の
排
ガ
ス
4
次
規
制

(
オ
ブ
ロ
ー
ド
法
2
0
1
1年
基
準
)
に
対

応
し
た
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
を
市
場
に
投
入
す
る

動
き
も
活
発
化
し
て
い
る
。
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー

ジ
ャ
パ
ン
が
日
年
日
月
に
国
内
初
の
対
象
機

種
の
販
売
を
開
始
。
そ
の
後
は
住
友
建
機

(
臼
年
6
月
発
売
)
、
コ
マ
ツ
(
同
7
月
発

売
)
が
続
き
、
目
立
建
機
と
コ
ベ
ル
コ
建
機

が
今
年
4
月
に
発
売
し
た
こ
と
で
、
建
機
大

手
5
社
か
ら
排
ガ
ス
4
次
規
制
に
対
応
し
た

油
圧
シ
ョ
ベ
ル
が
出
そ
ろ
っ
た
。

排
ガ
ス
4
次
規
制
で
は
、
粒
子
状
物
質

(
P
M
)
の
排
出
量
を
第
3
次
規
制
値
か
ら

約
9
割
も
削
減
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
ほ

か
、
窒
素
酸
他
物

(
N
O
Z
)
や
非
メ
タ
ン

炭
化
水
素

(
N
M
H
C
)
に
つ
い
て
も
厳
し

い
削
減
目
標
が
設
定
さ
れ
る
。

最
新
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
機
種
や
排
ガ
ス
4

次
規
制
対
応
機
種
は
、
価
格
が
一
般
の
機
種

よ
り
も
高
い
。
た
だ
、
公
共
工
事
で
使
う
場

合
に
は
工
事
成
績
評
定
の
加
点
対
象
と
な
る

ほ
か
、
環
境
を
重
視
す
る
発
注
者
へ
の
好
印

象
に
も
つ
な
が
る
。
現
場
周
辺
住
民
の
工
事

へ
の
理
解
も
得
や
す
い
な
ど
導
入
メ
リ
ッ
ト

も
大
き
く
、
各
社
は
市
場
が
広
が
る
と
見
て
、

さ
ら
な
る
対
象
機
種
の
開
発
研
究
を
強
め
て

い
る
。

3.毎日
6.中日
9 伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

【建設ICT】

1.日経 2.朝日
4.読売 5.岐阜
7.産経 8.静岡
10.中部経済 11.建通
13建設通信 14信濃毎日
⑬建設工業(努ユ審判

平成25年 11月15日((朝 P 23 タ)
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